














































はじめに 

わが国周産期医療のマクロ指標は妊産婦死亡を除き,年々改善され,国際的にも一流の水準

に達した.これは,周産期医療の進歩を示すものである。 

しかし,妊産婦死亡の減少が頭打ちになっているように,大施設内の対応だけでは改善され

ないものもある。最近の本研究班の報告を見ると,妊娠届けをしていない(あるいは,妊婦健

診の回数が極めて少ない)妊婦の死亡が目だつ.これらは,地域ぐるみで母子を守ろうとす

る方策の緊要性を示すものである。さらに,出生率低下や育児不安などに反映されているよ

うに,女性がすすんで出産・育児をしたいという環境が整っているとは言い難いのが現状で

ある。 

このような母子保健あるいは育児上の問題を改善する方策の一つとして,母児に対する地

域のサポートを改めて考える必要があろう。 

そこで,私どもの研究班では，母子保健の専門家である助産婦が地域活動を通じて母子を支

援し,女性が安んじて出産・育児に当たれる環境を作るのに貢献できる方策を見いだすこと

を目的とした。 

地域助産婦活動(助産婦の地域へのかかわり)を以下の 3つの観点から調査・考案し,今後の

改善方策をまとめた。 

1.大病院助産婦の地域活動 

2.保健所勤務助産婦の活動 

3.開業助産婦の活動 


